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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
再
雇
用
を
義
務
づ
け
た
高
年
齢
者
雇
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
平
成
二
十
三
年
「
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
」
集
計
結
果
」

（
以
下
「
集
計
結
果
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
同
年
六
月
一
日
現
在
で
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
（
以
下
「
常
用
労
働
者
」

と
い
う
。
）
が
三
十
一
人
以
上
の
企
業
（
以
下
「
集
計
対
象
企
業
」
と
い
う
。
）
の
常
用
労
働
者
の
う
ち
、
五
十
五
歳
以
上

の
常
用
労
働
者
（
以
下
「
高
年
齢
常
用
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
数
は
五
百
九
万
八
千
三
百
六
十
三
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

全
て
の
集
計
対
象
企
業
の
常
用
労
働
者
の
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
ま
た
、
同
日
現
在
で
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高

年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
（
以
下
単
に
「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
」
と
い
う
。
）
と
し
て
定
年
の
引
上
げ
な
ど
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
企
業
（
以
下
「
確
保
措
置
実
施
企
業
」
と
い
う
。
）
の
数
は
十
三
万
二
千
四
百
二
十
九
社
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全

て
の
集
計
対
象
企
業
の
九
十
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
集
計
結
果
に
よ
る
同
日
現
在
の
都
道
府
県
ご
と
の
全
て
の
集
計
対
象
企
業
に
占
め
る
確
保
措
置
実
施
企
業
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



二
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
現
在
の
高
年
齢
常
用
労
働
者
の
数
は
、
前
年
同
日
現
在
の
も
の
と
比
べ
、
三
万
三
千
百
八
十
三

人
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
現
在
の
確
保
措
置
実
施
企
業
の
割
合
は
、
前
年
同
日
現
在
の
も
の
と

比
べ
、
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
常
用
労
働
者
が
三
百
人
以
下
の
企
業
が
法

第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
制
度
（
以
下
単
に
「
継
続
雇
用
制
度
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
る
高
年
齢

者
に
係
る
基
準
を
労
使
協
定
に
よ
ら
ず
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
定
め
、
当
該
基
準
に
基
づ
く
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
過
措
置
が
平
成
二
十
二
年
度
末
で
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、引
き
続
き
、高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
企
業
に
対
す
る
指
導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
年
齢
者
の
雇
用
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
現
在
で
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
す
る
全
て
の
労
働
者
が
少

な
く
と
も
六
十
五
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
企
業
（
以
下
「
六
十
五
歳
以
上
雇
用
企
業
」
と
い
う
。
）
の
数
は
、
六
万
六

千
二
百
四
十
社
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
て
の
集
計
対
象
企
業
の
四
十
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

二



ま
た
、
集
計
結
果
に
よ
る
同
日
現
在
の
都
道
府
県
ご
と
の
全
て
の
集
計
対
象
企
業
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
雇
用
企
業
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
現
在
で
、
そ
の
雇
用
す
る
全
部
又
は
一
部
の
労
働
者
が
希
望
す
れ
ば
七

十
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
企
業
（
以
下
「
七
十
歳
雇
用
企
業
」
と
い
う
。
）
の
数
は
、
二
万
四
千
三
百
五
十
二
社
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
全
て
の
集
計
対
象
企
業
の
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
集
計
結
果
に
よ
る
同
日
現
在
の
都
道
府
県
ご
と
の
全
て
の
集
計
対
象
企
業
に
占
め
る
七
十
歳
雇
用
企
業
の
割
合
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
現
在
で
、
過
去
一
年
間
に
定
年
に
達
し
た
常
用
労
働
者
の
う
ち
定
年
後

も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
の
数
は
、
三
十
二
万
七
十
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
同
日
現
在
で
過
去
一
年
間
に
定
年
に

達
し
た
全
て
の
常
用
労
働
者
の
七
十
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
同
日
現
在
の
都
道
府
県
ご
と
の
過
去
一
年
間
に
定
年
に
達
し
た
者
の
う
ち
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る

三



者
の
割
合
は
、
北
海
道
が
七
十
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
森
県
が
七
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
手
県
が
七
十
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
宮
城
県
が
七
十
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
田
県
が
七
十
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
形
県
が
七
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
福
島
県
が
七
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
茨
城
県
が
七
十
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
栃
木
県
が
七
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

群
馬
県
が
七
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
埼
玉
県
が
七
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県
が
七
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京

都
が
六
十
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川
県
が
七
十
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟
県
が
七
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
富
山
県

が
七
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
石
川
県
が
七
十
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
井
県
が
七
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
梨
県
が
七

十
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
野
県
が
七
十
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
岐
阜
県
が
七
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
静
岡
県
が
七
十
三

・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
知
県
が
七
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
重
県
が
七
十
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
滋
賀
県
が
七
十
一
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
京
都
府
が
七
十
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
府
が
七
十
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
兵
庫
県
が
七
十
四
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
、
奈
良
県
が
七
十
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
和
歌
山
県
が
八
十
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
鳥
取
県
が
七
十
二
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
島
根
県
が
七
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
岡
山
県
が
七
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島
県
が
七
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

山
口
県
が
七
十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
徳
島
県
が
七
十
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
香
川
県
が
七
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
媛

県
が
七
十
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
知
県
が
七
十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
岡
県
が
七
十
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
佐
賀
県
が

四



七
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
崎
県
が
八
十
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
熊
本
県
が
七
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
分
県
が
七
十

六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
崎
県
が
七
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
鹿
児
島
県
が
七
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
沖
縄
県
が
七
十
八

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

六
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
公
的
機
関
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
調
査
に

よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
五
日
現
在
で
、
特
定
独
立
行
政
法
人
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
を
除
く
国
の
一
般
職
の
常
勤

職
員
（
臨
時
的
任
用
の
職
員
及
び
常
勤
労
務
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
同
年
四
月
一
日
時
点
の
年
齢
が
五
十
五

歳
以
上
の
常
勤
職
員
の
数
は
三
万
九
千
百
八
十
四
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
特
定
独
立
行
政
法
人
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
を
除

く
全
て
の
国
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
十
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年
一
月
十
五
日
現
在
で
、
特
定
独
立
行
政
法
人

の
一
般
職
の
常
勤
職
員
（
臨
時
的
任
用
の
職
員
及
び
常
勤
労
務
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
同
年
四
月
一
日
時
点

の
年
齢
が
五
十
五
歳
以
上
の
常
勤
職
員
の
数
は
六
千
五
百
八
十
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
て
の
特
定
独
立
行
政
法
人
の
一
般

職
の
常
勤
職
員
の
十
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
非
特
定
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
集
計
結
果
に
お
い
て
、
民
間

五



企
業
に
含
め
、
集
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
非
特
定
独
立
行
政
法
人
の
み
の
集
計
は
行
っ
て
い
な
い
。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
現
在
で
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
常
勤
職
員
の
う
ち
、
五
十
五
歳
以
上
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
（
教
育
長
を
除

く
。
）
の
数
は
四
十
二
万
四
千
五
百
二
十
六
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
常
勤
職
員
の
十
五
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
定
年
の
引
上
げ
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
国
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
二
十
号
）
第
八
十
一
条
の
四
及
び
第
八
十
一
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
て
の
国
の
行
政
機
関
に
お
い
て
、
定
年
に

達
し
た
者
に
つ
い
て
再
任
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
等

の
規
定
に
基
づ
き
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
を
定
め
て
い
る
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
数
は
、
平
成
二
十
二

年
度
末
現
在
で
、
千
六
百
二
十
五
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
九
十
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

こ
れ
を
都
道
府
県
ご
と
に
み
る
と
、
北
海
道
が
八
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
森
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
手
県
が
八
十

八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
城
県
が
九
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
田
県
が
七
十
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
形
県
が
百
パ
ー
セ

六



ン
ト
、
福
島
県
が
九
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
茨
城
県
が
九
十
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
栃
木
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
群
馬
県

が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
埼
玉
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県
が
七
十
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
都
が
八
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
、
神
奈
川
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟
県
が
七
十
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
富
山
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
石
川
県
が
九
十
五

・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
井
県
が
八
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
梨
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
野
県
が
九
十
三
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
、
岐
阜
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
静
岡
県
が
九
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
知
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
重
県
が
九
十
六
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
滋
賀
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
京
都
府
が
八
十
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
府
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
兵
庫
県

が
八
十
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
奈
良
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
和
歌
山
県
が
四
十
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
鳥
取
県
が
八
十
五
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
島
根
県
が
九
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
岡
山
県
が
八
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島
県
が
九
十
五
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
山
口
県
が
九
十
五
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
徳
島
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
香
川
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
媛
県
が
百

パ
ー
セ
ン
ト
、
高
知
県
が
九
十
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
岡
県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
佐
賀
県
が
九
十
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

長
崎
県
が
八
十
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
熊
本
県
が
七
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
分
県
が
八
十
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
崎

県
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
鹿
児
島
県
が
九
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
沖
縄
県
が
三
十
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

七
及
び
九
に
つ
い
て

七



政
府
と
し
て
は
、
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
退
職
共
済
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
平
成
二
十
五
年
度
以
降
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
「
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十

三
日
国
家
公
務
員
制
度
改
革
推
進
本
部
決
定
・
行
政
改
革
実
行
本
部
決
定
。
以
下「
国
家
公
務
員
の
基
本
方
針
」と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
「
国
家
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接
続
を
図
る
と
と
も
に
、
人
事
の
新
陳
代
謝
を
図
り
組
織
活
力
を
維
持
し
つ

つ
職
員
の
能
力
を
十
分
活
用
し
て
い
く
」
た
め
、
能
力
・
実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
の
徹
底
等
を
図
り
つ
つ
、
「
定
年
退
職

す
る
職
員
が
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用（
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
へ
の
採
用
）を
希
望
す
る
場
合
、
当
該
職
員
の
任
命
権
者
は
、

定
年
退
職
日
の
翌
日
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
当
該
職
員
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
等
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
制
度
改
正
案
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
向
け
て
、
国
家
公
務
員
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方

の
実
情
に
も
留
意
し
、
必
要
な
措
置
を
早
期
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
法
の
適
用
さ
れ
る
非
特
定
独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
と
同
様
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
及
び
十
二
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
中
の
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
以
下
「
改
正
法

八



案
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
今
後
の
高
年
齢
者
雇
用
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
一
月
六
日
労
働
政
策
審
議

会
建
議
）
に
お
い
て
、
「
老
齢
厚
生
年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ
に
伴
い
、
無
年
金
・
無
収
入
と
な

る
者
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
さ
せ
る
た
め
、
現
行
の
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準
は
廃
止
す

る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
つ
き
事
業
主
が
労
使
協
定
に
よ

り
定
め
る
基
準
（
以
下
「
基
準
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
限
定
で
き
る
仕
組
み
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
、
改
正

法
案
に
お
い
て
は
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
が
雇
用
さ
れ
る
企
業
の
範
囲
を
子
会
社
や
関
連
会
社
な
ど
一

定
の
範
囲
の
グ
ル
ー
プ
企
業
ま
で
拡
大
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
老
齢
厚
生
年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支

給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
平
成
三
十
六
年
度
ま
で
の
間
、
改
正
法
案
の
施
行
の
際
に
基

準
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
を
限
定
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
事
業
主
は
、
基
準
の
対
象
者
の
範

囲
を
段
階
的
に
縮
小
し
た
上
で
、
引
き
続
き
こ
の
仕
組
み
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か

ら
、
定
年
に
達
す
る
高
年
齢
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
す
る
助
成
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
事
業
主
が
継
続
雇
用
制
度
に
基
づ
き
労
働
者
を
そ
の
定
年
後
に
雇
用
す
る
に
際
し
て
は
、
新
た
な
労
働
契
約
を
締

九



結
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
労
働
契
約
は
就
業
の
実
態
に
応
じ
て
労
働
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
事
業
主
が
ど
の
よ
う
な
労
働
契
約
を
労
働
者
と
締
結
し
よ
う
と
す
る
か
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
定
年
前
の

勤
務
実
態
も
考
慮
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
法
案
は
必
ず
し
も
人
件
費
の
膨
張
及
び
労
働
者
の
士

気
の
低
下
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
労
働
力
人
口
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正

法
案
に
よ
り
直
ち
に
若
年
者
雇
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

経
済
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
意
欲
の
あ
る
人
が
全
て
働
け
る
全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
若
年
者
に
係
る
雇
用
対
策
の
取
組
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
若
年
者
雇
用
対
策
と
し
て
、
「
「
日
本
再
生
の
基
本
戦
略
」
に
つ
い
て
」

（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
盛
り
込
ん
だ
「
若
者
雇
用
戦
略
」
を
関
係
大
臣
、
労
働
界
・
産
業
界
を

始
め
と
す
る
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
有
識
者
で
構
成
す
る
「
雇
用
戦
略
対
話
」
で
平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日
に
合
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
実
行
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
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